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　アミノ酸は、アミノ基（-NH2）とカルボキシル基（-COOH）を保有する有機分子である。生体を主要に構

成するタンパク質の基本分子であり、代謝や生理機能の維持に深く関わる。まず、タンパク性アミノ酸の中心

炭素のα-位には、水素（-H）がある。炭素は、原子価が4であるから、α-位にアミノ基、カルボキシル基とも

う一つR-基が付加することにより、分子構造の多様性が生まれる。次に、α-位の炭素は、鏡像異性の中心（キ

ラルセンター）になり、D-体とL-体の光学異性アミノ酸を生み出す。また、アミノ酸には、サルコシン、α-ア

ミノ酪酸、α-アミノイソ酪酸、β-アラニン、γ-アミノ酪酸のような非タンパク性アミノ酸も存在することか

ら、地球物質中だけでなく、物質進化のプロセス研究においても常に注目される有機分子である。 

　アミノ酸の分析は、適切な前処理を行った後、i) アミノ酸に揮発性を持たせるために誘導体化を行い（例え

ば、ピバロイル / イソプロピルエステル化 [1]）、ガスクロマトグラフィー／質量分析法（GC/MS）で解析す

る方法 [2, 3]、もしくは、ii) 高速液体クロマトグラフィー／質量分析法（HPLC/ESI-MS法）で解析する方法

[4]、が挙げられる。分析精度・確度の最適条件を見出すために、上述の分析法に関するバリデーション

は、様々な角度で行われてきた。 

　ここでは、ピバロイル / イソプロピルエステル誘導体化（Pv/iPr）を用いた1次元GC/MS（1D-GC/MS）法

を概説する。また、新しい分離手法の応用例として、2次元ガスクロマトグラフィー／質量分析法

（2D-GC/MS） による精密解析の可能性を検証する。近年のアミノ酸分子レベル同位体の研究の進展ととも

に、2次元展開での新しい分離技術がアミノ酸の地球生命科学に供与する利点について、併せて議論する。 

　本講演のうち、2次元ガスクロマトグラフィー／質量分析法（Multidimensional gas chromatography

coupled to time-of-flight mass spectrometry (GC×GC-TOFMS) ）に関する内容は、LECO Japan樺島 文恵

様、櫻井 昌文 様との共同研究開発である旨、付記する。 
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